
完成！『自然ふれあい探検隊』の隊員バッジ
～ 奥越明成高校の生徒がオリジナル缶バッジを作りました ～

標記のオリジナル缶バッジが下記のとおり完成しましたので、お知らせいたします。

記

１．完成品 自然ふれあい探検隊の隊員バッジ

２．用途 令和 3年度から新たに取り組む「自然ふれあい探検隊事業」への参加賞として無料
配布する

３．製作者 奥越明成高校 ビジネス研究部 16人

４．作成数 160個 全 12種類

５．自然ふれあい探検隊について

（１）目的 ○豊かな自然環境とのふれあいと発見

○健全な水循環に関わる人材育成

（２）対象 市内小学生とその家族

（３）内容 大野市にある自然環境（山・森・川・湧水地・動植物など）のふれあいと発見を行

う体験的な環境教育

（４）令和 3年度の実施予定
（第 1回）6/12（土） 「ガサガサ探検」ほか （真名川水辺の楽校）

（第 2回）8/1（日） 思いっきり川遊びほか （打波川・下打波付近）

（第 3回）9/11（土） 生き物の巣作り＆下水処理センター探検（真名川水辺の楽校 ほか）

報 道 資 料

【発信日】令和３年６月１０日

【問合わせ先】

大野市役所（１階１０番窓口）

くらし環境部環境・水循環課 山本・北村

電話 ０７７９－６６－１１１１ 内線１６０３
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自然ふれあい探検隊『隊員バッジ』について

■概要 「自然ふれあい探検隊」事業への参加者に対し、参加賞「隊員バッジ」として、オ
リジナル缶バッジを配布する。

■協力 奥越明成高校（ビジネス研究部）の協力の下、デザイン考案及び製作を行う。
■制作の経過

5/21 メインイラスト（４種類 ai データ）を市が奥越明成高校に提供
5/22～6/2 奥越明成高校にてデザイン案を考案

部員 16 名 1人 1メインイラストにつき 1デザイン案
⇒4種類×1デザイン案×16名 ＝64 案

6/3 デザイン案 完成 市職員にて選考
1メインイラストにつき、3デザイン案を選考

⇒4種類×3デザイン案 ＝12 種類
6/5～6/7 缶バッジ制作 製作数 160 個
6/8 奥越明成高校から市に納品

■缶バッジについて

メインイラスト

・自然ふれあい探検隊の受託事業者が作成
・市にて、真名川に生息する魚のうち、代表的なものや珍しいもの、形などが特徴的な
もの、水文化的な要素のあるものをそれぞれの生息域からまんべんなく抽出し、選考

全体デザイン

・メインイラストの大きさや配置、使用数のほか、背景の色や「自然ふれあい探検隊」
の字体など、全体デザインを奥越明成高校にて考案

・缶バッジの規格などは、直径 44 ㎜、安全ピンタイプ。
・使用する文字 「メインイラストの魚の名称」、「大野市」又は「onocity」又は「ONO」
・12 種類のほか、1メインイラストにつき 1デザインずつ、「シークレットVer.」あり。

※全 160 個のうち、144 個が通常Ver.、16 個がシークレットVer.
■自然ふれあい探検隊について

・「豊かな自然環境とのふれあいと発見」及び「健全な水循環に関わる人材育成」目的に
実施する、自然ふれあい体験型の環境教室

・市内小学生とその家族が対象 ※バッジは小学生のみに配布
・令和 3年度は「水辺の自然」をテーマに 3回開催
（第 1回）6/12（土） 「ガサガサ探検」ほか （真名川水辺の楽校）
（第 2回）8/1（日） 思いっきり川遊びほか （打波川・下打波付近）
（第 3回）9/11（土） 生き物の巣作り＆下水処理センター探検（真名川水辺の楽校 ほか）

市域内の生息域 上流域 ← 中流域 → 下流域
選考した魚 ①イワナ ②アジメドジョウ ③アユ ④アブラハヤ
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①イワナ

出典：福井県HP「福井県レッドデータブック データベース」

②アジメドジョウ ドジョウ科

出典：福井県HP「福井県レッドデータブック データベース」

メインイラスト
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③アユ

参考文献：福井県内水面漁業協同組合連合会HP、東京大学大気海洋研究所HP
④アブラハヤ

参考文献：福井県内水面漁業協同組合連合会HP、国土交通省松本砂防事務所HP

アユ サケ目・アユ科

特徴
3～5月頃、10 ㎝位になって海から川へ上ってくる。川では、なわばりを作り、石の上に生

えたコケ（付着藻類）を食べる。1年で全長 25 ㎝程度に成長する。秋、中流から下流で産卵し
1年の生涯を終える。孵化した稚魚は流下し海に流れ出し、春まで海で生活する。
全国各地でおこなわれているアユ漁では、なわばりアユの攻撃性を利用する友釣りや投網を

はじめ、伝統的な鵜飼いなど様々な漁法がある。万葉集の中にもアユ釣りを詠んだ歌があり、
アユは古くから人間の生活と関わりの深い魚であることがうかがえる。

分布 日本国内では北海道から沖縄まで、また、中国や韓国、さらにはベトナムにも生息し
ている。県内では、県下一円の河川湖沼に広く分布。

アブラハヤ サケ目・アユ科

特徴
体には小さく黒いはん点があり、体側に一本の黒い線がある。体表面は粘液でヌルヌルして

いる。2年で全長 6～10cm程度に成長する。上流から中流に棲（す）み、水生昆虫や藻類など
何でも食べる。流れの緩やかなところが好きで、河川では岸ちかくに群れていることが多い。

分布 本州のみに分布し、太平洋側は青森県から、日本海側は青森から福井県までの各地分布
します。県内では、県下一円の河川上流から中流に生息。


